
Come on，baby American♪ 
～英語版お薬説明書の作成～ 

社会医療法人敬愛会 中頭病院 薬剤科 

サークル名：うえるかむんちゅ中頭 
中村書子 



サークル紹介 

サークル名 うえるかむんちゅ中頭 

メンバー構成 薬剤師５人 サークル歴 1年目 

会合回数 月１～２回 会合時間 約１時間 

ＱＣストーリー 施策実行型 実施期間 ３３週 

チームリーダー 
中村  書子 

スマイルビューティー 
仲宗根 輝 

優しさの貴公子 
柴田 高輔 

キッチンドランカー 
照屋 李佳子 

癒やしの女神 
小森 佳奈子 

アドバイサー 
主任 島袋朝太郎 



テーマの選定 関連性 ◎= 5点、〇= 3点、△= 1点 

  

改善の重要性 改善の緊急性 取り組み 
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外国人患者への対応 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ 34 1 

病棟薬剤師の残業改善 ○ ○ ◎ ◎ ○ △ ○ ○ 26 2 

緊急時の薬剤請求に対する 
統一化 

○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 22 3 

オリンピックを控え、日本への外国人観光客の増加が見込まれている今、 
沖縄でも外国人患者が増加している。しかし、外国人患者に対する服薬指導が 
薬剤師によりバラツキがあり、十分な患者サービスができていない可能性がある。 

評価項目 

問題点 

テーマ選定理由 



テーマの検証:外国人患者への服薬指導が薬剤師によりバラつきがあるか？ 
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その他 分かりやすい 
日本語 
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薬剤師により外国人患者への対応にバラツキがある 

Q 説明事項 どのように対応したか Q 



何を？ いつまでに？ どうする？ 

英語版 
お薬説明書を 

２０１9年 
１月までに 

構築する 
（運用開始する） 

目標設定 

目標設定の根拠 

外国人患者に口答で薬の使い方を説明するだけでは、十分な患者
サービスとは言えず、薬剤師の服薬指導にバラツキをなくした、 
お薬説明書をお渡しする必要性がある。 
また英語圏の患者数が多いことから英語で取りかかることにした。 



英語版の薬情作成 

英語を用いる 
情報提供 

言語関係なく出来る
情報提供 

評価：◎５点、○３点、△１点、×０点 
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◎ ○ 8 採 ① 

◎ ◎ 10 採 ② 

◎ ◎ 8 採 ③ 

◎ ○ 10 採 ④ 

◎ ◎ 10 採 ⑤ 

◎ ◎ 8 採 ⑥ 

◎ ○ 8 採 ⑦ 

◎ ○ 10 採 ⑧ 

◎ ◎ 10 採 ⑨ 

症状のリストアップ 

薬名 

シナリオ案 方策案 

指さしイラスト表作成 

写真 

効能効果 

副作用 

用法用量 

 窓口対応で使いそうな 
フレーズのリストアップ 

薬剤師への勉強会 

ひとこと英会話の一覧表作成 

薬情発行システムの構築 

記載事項を決定 

成功シナリオの追求 
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成功シナリオの実施①：窓口で使えるひとこと英会話表の作成  

統一した英会話が可能 
英語への翻訳を調べる時間が短縮 



成功シナリオの実施②：英語説明書発行システムを構築  

英語の説明書を発行できるシステムを構築 
日本語のお薬内容が自動で英語に変換 システム構築者 

薬局科長 長濱照美 



効果の確認① 英語版お薬説明書 

★ 日本語バージョン 英語バージョン 

処方内容が自動で反映 
お薬説明書の発行準備に時間はかかりません 

 
 
 

患者サービスアップ 



反省と今後の課題 

反省 

今後の課題 

□ 活動計画表よりも、実施期間が後にずれてしまい、 

  患者アンケートを十分に集約できなかった。 
 

□ お薬説明書だけでなく、薬袋やお薬手帳ラベルなど、 

  他にも応用できるか検討したい 

□ 英語情報の登録がまだできていない薬もあり、ＱＣ 

  メンバーだけでなく、薬剤師全員で取り組みたい 


